















本稿では、1985年と 1995年の 8月 1日から 8
月 15日までの間に『中国新聞』に掲載されたす
べての行事について記述する1）。新聞記事の収集

















































ついても記述していく。また、8月 1日から 8月 15日までではない日（たとえば 7月や 9月）に開催される行
事も掲載されることがあるが、それらについても記述していく。以上の方法は渡壁（2021）と同じである。


















































































３）8月 1日から 9月 1日までは一般公開の期間である。開会式は 7月 31日に開かれた。
４）この行事の開催日程がいつまでであったかは不明である。
５）広島県立美術館での展示は 8月 6日までであった。






























































































































































































































































































































































































































































































1994年 12月 8日から 1995年 8月 3日にかけ
て、ポーランド・オンフィエンチムから広島市ま
― １２０ ― 社 会 学 部 紀 要 第137号
でのルートで日本山妙法寺主催の「平和と生命へ
の超宗派巡礼」が行われた。










































































みを振り返」る第 1部と「招待作家が、ヒロシマをテーマにインスタレーションを構成」する第 2部の 2部構成
であった。また、第 1部は 7月 22日から、第 2部は 7月 30日から行われた（『中国新聞』1995.8.4夕刊）。
１０）『中国新聞』1995年 8月 2日朝刊に「平和の祈り」という行事が掲載されているが、記事の内容から「縮景園原
爆犠牲者慰霊供養式」と同一の行事であると判断した。





















































































― １２２ ― 社 会 学 部 紀 要 第137号
銀座のデパートで平和記念資料館や被爆者などの






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































２３）記事の内容から「名作映画鑑賞会『被爆 50周年特集』」とは別の行事と判断し、『中国新聞』1995年 8月 11日
朝刊に掲載されている「夏休みこども映画『被爆 50周年特集』」と同一の行事と判断した。























































October 2021 ― １３１ ―
The Transition of Events Surrounding
the Hiroshima Atomic Bomb (2)
ABSTRACT
This article describes events surrounding the Hiroshima atomic bomb in 1985 and
1995. The data were collected from the local newspaper, The Chugoku Shimbun. It de­
scribes all the events that appeared in this local newspaper published in the first half of
August of each year.
Using descriptions, this study revealed the characteristics of each year’s events.
The events in 1985 had two features: first, a grassroots movement held many events;
second, administrative agencies held events. These events were related to Nuclear Free
Local Authorities Declaration. The events in 1995 had three features: first, the events
were held in many parts of the country on August 6; second, the events focused on the
characteristics of Japan as a perpetrator in World War II were held; third, the events
recalling the Hiroshima atomic bomb attack with contemporary problems, such as star­
vation, poverty, environmental issues, and nuclear power plants were held.
In conclusion, this article presents the characteristics of events that occurred
between 1985 and 1995 based on the mentioned features. In 1985, almost all the
events recalled the Hiroshima atomic bomb in relation only to war and the nuclear
weapon. However, in 1995, some events that recalled this incident went beyond war
and nuclear weapons.
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